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中国大連にて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中庸彦(昭和５１年)

　懲りずにまた中国に来ている。遼寧省大連、日本とは今も昔も深いかかわりの
ある町である。もちろん中国語の学習を第一の目的に、遼寧師範大学語学学校の
夏期講習に参加しているのですが、短い滞在期間の週末に旧満州の都市を訪ね歩
かなければなりません。

　最初に中国を訪れたのは、1987 年に上海交通大学で催された研究会に参加した
ときに遡る。夜に上海の主要道路の南京路を歩いてみたが明かり一つなく、何人
かの黒い影が後から迫ってくるので、足早にその場を去った。長距離電話一本掛
けるにも、長い行列に並ばなければならなかった。それから20 年ほどで、上海は
不夜城と化し、固定電話の時代をほぼ飛び越えて、携帯電話の時代に突入し、
Wi-Fi の設備は日本よりはるかに整っている。研究会の最終日には小さな交流会
が催され、中国人研究者が「今夜は上海市長が参加される」とつぶやいていたの

が頭に残っている。気がつけば、隣に立つ恰
幅の良い中国人と酒を酌み交わしていた。後
に、この方が主席となる江沢民氏であるのを
知ることになる。中国人に日本の歌をと所望
され、引くに引かれず音の外れた歌をうなっ
たが、これが反日教育のきっかけになったの
ではないかとひそかに危惧していた（？）。

　次の年には、北京郊外の香山飯店で催され
た研究会に参加し、発表の出だしを中国語で
二言三言した途端、その場にいた中国人研究
者がのけぞった。それぐらい少しでも中国語
を話す外国人を見かけるのが珍しかった。そ
れから２０年ほどで、第二外国語に中国語を
選ぶ日本の大学生の割合が急激に伸び、中国
のどの街の語学学校でも仕事を得るために、

（写真一）２０３高地頂上
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欧米人や東南アジア人が中国語を学びに来ている。韓国人の多さも驚きの一つで
ある。ここ大連はロシア人が多い。

1990 年代初めごろ、友人の義父、市村眞一先生（京都大学東南アジア研究所初代
所長）の直接の命を受け、中国社会科学院から来日した要人の世話を仰せつかっ
た。鑑真の唐招提寺にお連れした日の翌日、梅田のレストランで中国料理を楽し
んでもらったが、その代金の高さとその味のうまさに目を丸くし、日本は何でも
改善すると一言述べられていた。そのあと、梅田の地下街にお連れしたら、その
光景に驚きのあまり息をのみ、一言「中国も学ばねばならない。」それから20 年
ほどで、土地の有り余っている中国で、ここ大連で地下街は存在する。20 年ほど
の短い時間でのこの大変化は実際可能なのだ。

　最初の週末に、旅順に行ってきた。大連から直行バスに乗り一時間強でたどり
着ける。203 高地頂上から湾を眺め、広瀬中佐と福井丸そしてもう一人の爆弾を
抱えていた兵曹長を思い浮かべていた。置かれていた280 ミリ榴弾砲、これを児
玉源太郎総参謀長が持ち込み、旅順攻囲戦が終結に導かれ日本海海戦の勝利へと
つなぐものか、と手でさすらせてもらった。その勝利の結果、100 年以上の月日
を経ても、当時ロシアの圧迫化にあったトルコ、フィンランド、ポーランドの、
今に続く親日感に結び付いている。

（写真二）旅順口

長州藩士として軍旗
を失う痛恨事があっ
た。一方、乃木とス
テッセル両将軍の会
見で有名な「・・・
所はいずこ」の水師
営では、おびただし
い数の犠牲の上では
あるが、人格高潔な
乃木将軍として歴史
に名を残している。
「庭に一本（ひとも
と）なつめの木」と
口ずさんでいたら、
寂しげに立つなつめ
の木が目に飛び込ん
で来た。

　明治天皇陵近くの乃木神社で神様になっておられる乃木希典も、西南の役では
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　自戒も込めて、あの坂の上の雲を追っていた日本人の姿は、今となっては子供の
世代に託すしかない。私自身と言えば、航空自衛隊の部品在庫管理システムの核に
なる、数学モデルの構築に心血を注いだことを、先人に評価してもらえるかな。

１００年の年月はあまりにも長い。　　　               　　（おわり）

（写真三）２８０ミリ榴弾砲

（写真四）水師営

（写真五）乃木将軍、ステッセル将軍（中心の二人）

（写真六）なつめの木
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国際協力体験記（３）

ベトナムのベトナムのベトナムのベトナムのベトナムの「「「「「運運運運運輸輸輸輸輸交交交交交通通通通通ににににに関関関関関すすすすするるるるる総総総総総合合合合合的的的的的ななななな計計計計計画画画画画策策策策策定定定定定」」」」」の技術協力についての技術協力についての技術協力についての技術協力についての技術協力について
                    （平成10年（1998年）頃）
                                           　　宮地　豊　昭和57年院修了

　最近では、「最後のフォロンティア」としてミャンマーが話題になっている記事
を見かける事がしばしばありますが、20 年くらい前のベトナムでも「フロンティ
ア」として、ODA や企業の進出が大きな話題となっていたかと思います。
今回は、平成10 年（1998 年）頃のベトナムに対する国際協力の体験です。当時、
ベトナムでは「ドイモイ政策」後の市場経済化が進みつつある中で、各国による
経済制裁の緩和も行われ、外国企業の進出や援助機関（注）からの国際協力も本格
化していた状況は現在のミャンマーと似ている点もあるかと思います。　　　
（注）：（援助機関例：JICA（技術協力）、JBIC（当時；資金協力（現在は JBIC の ODA 部門は JICA と統合））、WB

（世銀系）、A D B（アジア開発銀行）など）

　一方、ODA に関しての状況は、当時のベトナムが現在のミャンマーと違う点も
あったかと思います。たとえば、ベトナム国政府がODA による総合計画策定や大
規模な円借款の資金協力に対して積極的だったことや、現在と比べてBOT などの
いわゆるPPP（Public － Private － Partnership）が現在ほど注目されていなかっ
たことに加えて、JICA など援助機関側も個別の案件形成に先立って総合的な計画
を策定することを重要視していた事があったかと記憶しております。さらに、現
在のミャンマーのように、中国やタイなどの周辺国が個別プロジェクトに進出し
ている状況がなかったかと思います。このような状況下で、今回のテーマである、
「運輸交通に関する総合的な計画策定」の技術協力が日本のODA で実施されまし
た。前置きが長くなりましたが、体験談について紹介します。

　平成10 年（1998 年）頃、ベトナム国政府では、市場経済化が本格化する中で、
効率的な交通運輸ネットワークの実現が課題となっていました。そのために、長
期的で全国的な交通運輸施設整備計画を策定することと、同時にその計画策定や
事業実施のための制度や組織面の改革が必要とされていました。それらに関する
技術協力が日本に要請され、筆者が事前調査団の一員（港湾・海運計画担当）と
して派遣されました。少し形式的になりますが以下が案件概要です。

●業務の概要
①案件名：ベトナム社会主義共和国運輸交通開発戦略調査事前調査
②派遣時期：平成10 年（1998 年）8月 31 日～ 9月 12 日
③派遣メンバー　団長：学識経験者、団員：JICA、運輸省（鉄道計画担当 1 名、
港湾・海運計画担当1 名（筆者）、空港・航空計画担当1 名）、建設省（道路計画
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担当 1 名）、コンサルタント（運輸経済担当 1 名）、ベトナム語通訳1 名）
④業務の種類　「開発調査」の「事前調査」
⑤業務の内容　ベトナム全国を対象とした「運輸交通開発戦略計画」を策定する
調査（開発調査）を日本のODA で実施するため、調査の範囲や実施内容など
(Scope of Work(S/W))に関する協議をベトナム政府と行い、S/Wの内容について
合意され、S/W の署名が行われました。（「開発調査」の概要は、京機会短信260
号参照して下さい。なお、「開発調査」には、S/W を協議し、調査実施のために
国際約束を締結するための「事前調査」とその後、JICA が契約したコンサルタ
ントが実施する「本格調査」があります。）
⑥感想など
　全体の協議は主に、ベトナムの運輸省、計画投資省などと行い、私は全体協議
以外に担当の分野に関係する組織との協議や現地調査を行いました。南北にS 字
形で3000 ㎞以上の長い海岸線と紅河やメコン水系などがあるベトナムでは海港
や内陸水運のための港が多くありますが、現地調査としては、北のハイフォン港
や南のサイゴン港などに行きました。1960 年代からコンテナ化に対応してきた
日本の港湾と比べると、当時のベトナムの港は大型船の着岸や効率的な荷役のた
めに必要である、埠頭の施設面や航路・泊地の水深不足などのハード面で様々な
課題がある状況でした。一方、港湾の管理運営面では、運輸省海運総局が国の港
湾行政を担当する機関ですが、コンテナターミナルの運営は、当時設立された国
営企業や、地方政府、外国企業に加えて、海軍が運営しているコンテナターミナ
ルもあり、制度面でも課題を感じました。

●その後について
　上記の「事前調査」で確認された内容についての検討や協議を経て、ベトナム
政府と合意した「Scope of Work」に沿って、1年数か月の期間をかけた「本格調
査」が実施されました。具体的には、ベトナムの交通運輸に関する「長期戦略、
マスタープラン（M/P）、短期事業計画の策定」とそれらに関する、「技術移転の実
施」が行われ、平成12 年（2000 年）7 月最終報告書がまとめられました（図は長
期交通ネットワーク計画）。その間、私は国際業務担当から別の勤務に異動するま
で、作業監理委員として国内での検討会議や現地（べトナム）協議に参加しまし
た。
その後、ベトナムの港の開発については、港湾分野のJICA 調査（コンテナターミ
ナル整備に関するM/P 調査やフィージビリティ調査（F/S）など）や円借款を活用
した整備などが実施され、また、それ以外の投資も行われました。
平成10 年頃にはマングローブ林で道路もなかった場所などにコンテナターミナル
が建設され、現在では、ホーチミン地域の港湾コンテナ貨物取扱量はなんと、日
本一のコンテナ取扱港である東京港よりも多くなっています。
　（組織名などはその当時のものです。意見や感想は個人としてのものです。）
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(おわり)

長期交通ネットワーク
ヴィエトナム国 運輸交通開発戦略調査
(VITRANSS)最終報告書（平成12年 7月
,JICA）より
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アナログとデジタルアナログとデジタルアナログとデジタルアナログとデジタルアナログとデジタル
                                                   (S42)藤川 卓爾

 世はまさにデジタル時代。韓国で働いていた時のソウルの地下鉄でも、帰国後
の東急東横線の電車の中でも、両隣の乗客に遠慮しながら新聞を広げているのは
自分一人で周りはほとんどすべてスマホを見ている。私は20 何年か前に職場にパ
ソコンが導入されて以来、若い人達に教えて貰いながら何とか時代の流れについ
てきており、デジタルの便利さを十分に知っている。

 何といってもEメールは便利だ。FAX もなかった40 年前はTELEX と呼ばれてい
た一種の電報でローマ字書きの電文を送っていた。職場にいるときは、大文字の
アルファベットが並んだTELEX 受信プリントの行間に受信窓口である営業部門の
担当者が手書きで日本語を書き加えたものを受け取るが、出張などで海外に行っ
たときにはローマ字を自分で解読しなければならなかった。その後しばらくして
FAX が出来て日本語の文章がそのまま送られるようになった。FAX で図や写真が送
られるようになったのはもの凄い進歩だった。職場にパソコンが導入されるまで
は手書きの「週報」を上司に持ち届けていた。少し離れた職場からの「週報」は
タクシーに乗って持って来ていた。これでは江戸時代の飛脚と変わらないが、そ
れがE メールで送られるようになったのである。

 我が家でも、地デジになるときにテレビを買い替えたがアナログに比べると画
像の精細さが全然違う。特に字幕の字の輪郭がくっきりしているのは気持ちがい
い。現代の生活でデジタルとアナログのどちらがいいかと問われると即座にデジ
タルがいいと言いたくなる。

 瀧本哲史氏の著書「ミライの授業」に面白い挿絵が載っている。この本で著者
は21 世紀生まれの14 歳の中学生に「自分を変えよう」と呼びかけている。

＜出典＞ 瀧本哲史、「ミライの授業」、講談社、(2016-6)
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　30 年前には機能別にこれだけ色々なものを使っていたのに、現在ではこれらす
べての機能がスマホ1 台で間に合ってしまう。正にデジタル全盛期である。

 約 10 年前から引き受けている非常勤講師の講義の中で「熱応力」の話が出てく
る。「熱応力」を説明しようとすれば「熱膨張」の話をする必要がある。温度が
上がると物質が膨張する例えとして「寒暖計」の赤いアルコール柱や「体温計」
の水銀柱の話をしたが、聴いている学生がポカンとしている。後で気が付いたの
は、近頃の学生はアナログの「寒暖計」も「体温計」も見たことがないというこ
とである。現在は気温も体温もすべてデジタルで表示される。温度が上がっても
下がっても数字が変わるだけで、アルコールや水銀が伸縮する熱膨張の現象を見
ることがないのである。

 半世紀前に計算尺を使って機械工学を勉強した筆者は、エンジニアリングには
アナログ感覚が不可欠だと思っている。先ず頭の中で考えて、フリーハンドで絵
を描いて････と。「デジタルはあくまで手段であって目的ではない」と。でもそ
んなことを言っていると既に前世紀の「化石」になっているのかもしれない。

(おわり)

原稿不足の状態が相変わらず続いていますが、適切な原稿が集まらない場合には
短信発行を間引くことになりますこと、御了承いただきたく思います。何卒、宜
しくご投稿の程、お願い申し上げます。

ただ、近頃はやっているブロッグにしばしばあるような、写真ばかりを多数枚貼
り付けて、どこどこに行ってきましたとか、こんなものを食べましたとか言うよ
うな原稿の掲載は難しいと思いますので、ご配慮下さい。

また、１回の掲載原稿が600KB を越える投稿も掲載が難しくなります。

個人宣伝的の臭いのするような原稿は原則ペケ、と言う基本方針も従来通りです。

京機短信への寄稿についてのお願い京機短信への寄稿についてのお願い京機短信への寄稿についてのお願い京機短信への寄稿についてのお願い京機短信への寄稿についてのお願い
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H 2 8H 2 8H 2 8H 2 8H 2 8 晦日会晦日会晦日会晦日会晦日会（（（（（河河河河河本本本本本教教教教教授授授授授研研研研研究究究究究室室室室室同同同同同窓窓窓窓窓会会会会会）））））開催報告開催報告開催報告開催報告開催報告

河本研ＯＢ有志の同窓会である晦日会が、本年も平成28 年 8 月 27 日（土）17 時
よりホテルグランビア大阪19階アブで開催され、7名が集まりました。諸般の事情
で欠席される方が多く少し寂しい会でしたが、当時の河本研究室にしばしば顔を出
していただきご指導いただいた関護雄様（1946 年卒）からお手紙を頂戴し、これを
披露しました。老人ホームに入居されてはおられますが、お元気でお過ごしのよう
で皆でうれしく思いました。
健康が何よりと再確認し、そのためには来年も元気でこの会に出席しようと確認
しあいました。この会は毎年同時期に同場所で開催することにしています。次回は
平成29 年 8 月 26 日（土）に開催します。
本会は前回の案内に返信をいただいた方に案内することで進めています。関心を
持たれた方は幹事hts_kawai@yahoo.co.jp 川合等（S42卒)まで連絡ください。

昭和昭和昭和昭和昭和 5 35 35 35 35 3 年卒　同窓会報告年卒　同窓会報告年卒　同窓会報告年卒　同窓会報告年卒　同窓会報告
　2015 年 10 月 24 日（土）に京都百万遍の「くれしま」で、卒業以来3 回目の学
年同窓会を行い、１２名の同窓生が集まりました。学年同窓会に初参加の方も何
人か居られ、近況を伝えあったり、学生時代のマージャンの話とかいろいろと話
に花が咲き、あっという間に３時間の時間が過ぎ去る　楽しいひと時を過ごしま
した。　多くの方が還暦を迎え「還暦同窓会」となりました。
　　　出席者は下記のとおりです。（順不同、敬称略）              上原記
岡部好男、鎌居健一郎、佐々木眞治、白井政雄、住田守、千葉喜一、長野寛之、
野村真三、前川治、政友弘明、毛利明彦、上原一浩
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明石研明石研明石研明石研明石研・・・・・熊本研拡大同窓会報告熊本研拡大同窓会報告熊本研拡大同窓会報告熊本研拡大同窓会報告熊本研拡大同窓会報告
　平成28年 7月 2日(土)14:30 ～ 17:30　第 4
回明石研・熊本研拡大同窓会を京都大学百周
年時計台記念館国際交流ホールⅢで開催した。
出席者は、故明石一先生の奥様、熊本博光先
生と奥様、今井弘之先生、橋本孝之先生、廣
川（塩見）典子様のご来賓をはじめ、総計４
０名の同窓生が集まった。2010 年に第1 回明

石研同窓会を開始し、以後、2 年毎に開催しているが、2013 年 5 月明石先生が御
逝去されてからは、明石研・熊本研拡大同窓会となった。今回も、熊本先生はじ
め、諸先生方の挨拶に始まり、同窓生のスピーチ、昔の学生時代の写真映像、欠

席者からのメッセージのスクリーンでの紹
介など、昔を思い出し懐かしく時間が過ぎ
た。また現在、企業や大学で活躍されてい
る現役の方々の近況を聞き、会場は大いに
盛りあがった。最後は、恒例の琵琶湖周航
の歌を、肩を組み参加者全員で合唱した。
2 次会は四条河原町近くにある小洒落た居
酒屋で行われた。同窓会出席者の半数以上
の参加があり時間を忘れ話が弾んだ。2018
年の同窓会幹事も決まり、次回を楽しみに
散会した。
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平成２９年度 京機会総会開催のご案内                  

 

   

  

  日 時：平成２８年１１月 ５ 日（土）  １５：００～１９：３０ 

 会 場：＜講演会・総会＞ 

      京都大学吉田キャンパス物理系校舎 ３Ｆ ３１３室 

     ＜懇親会＞ 百周年時計台記念館 ２Ｆ「国際交流ホールⅡ・Ⅲ」 

     〒606-8501 京都市左京区吉田本町  電話 : 075-753-2285  

 行 事： ＜大会受付＞ １４：３０～  物理系校舎 ３Ｆ ３１３室 前  

１. 京機会総会             １５：００～１６：１５  

２. 技術講演会             １６：３０～１７：３０  

   『 消えるロボットを創りたい  

         ～ 生物型ロボットからレスキューロボットまで ～  』  

            松野 文俊氏 ＜ 京都大学工学研究科 機械理工学専攻 教授 ＞  

 消えるロボットとはなんでしょうか？これは講演の中でご説明します。 
 さて、人間を含めた生物は素晴らしい運動知能を持っています。これを理 
 解し生物を超えるロボットを「守破離」の考え方で研究しています。 
 これまで創ってきたロボットたちを紹介します。また、阪神淡路大震災以 
 降ロボットを災害対応に役立たせるためにレスキューロボットを開発して 
  きました。私の国際救助隊「サンダーバード」の夢についてお話しします。  

 ● 「ロボット工学･メカトロニクス関連」に興味をお持ちのお子様方にも拝聴いただける 

  内容にてご講演いただきます。 
 

３. 記念写真撮影            １７：３０～１７：３５     

４．懇親会               １７：４５～１９：３０        
  

 今回は、学年毎にお集まりいただけるテーブル席をご用 
 意させていただく予定です。皆様の学年同窓会としても、 
 懇親会を大いにご利用いただければと思います。 
 また、大好評の世界無形文化遺産「和食」の八寸料理を 
 今年もご用意いたします。どうぞお楽しみに。 

  

   会 費（懇親会費）：一般会員 ５,０００円  学生会員 １,０００円  

            同伴者（高校生以上） １,０００円 （中学生以下） 無料 

 ● ご家族の参加も歓迎いたします。ご家族参加の場合は、大会参加申込時にその旨ご回答下さい。 

 ● 自由な服装でお越しください。  
  

 ● 翌日（１１月６日(土))は、関西支部：京機カフェとの共催による 

     総会特別企画 「 京都あそ歩＜京都鉄道博物館見学会＞ 」を開催いたします。 

  詳細はメール案内ならびに京機会ＨＰ(http://www.keikikai.jp/honbu/gyouji/gyouji.html）を 

  ご確認下さい。 １０月２１日(金)までに、参加申込をお願いします 

● 第11回 京都大学ホームカミングデー 

総会当日は、京都大学ホームカミングデーも開催されます。本年度は「華」がテーマです。 

講演会や昼食懇親会、見学企画【総合博物館、附属図書館、尊攘堂、清風荘（清風荘見学 

のみ当日朝9時整理券配布）】や京大生のキャリアを考える「卒業生×在学生交流イベント」 

などとあわせお楽しみ下さい。詳細は、次頁をご確認下さい。 

 

 本大会を下記により開催いたします.出席下さいますようご案内申し上げます。 

本年度も京大ホームカミングデーと同日開催です。ご家族の参加も歓迎いたします。 

 

 




